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本稿では，放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分布推定に関する研究に対するシリーズ

講演における、事故後の現実の濃度範囲の Csと Sr がコンクリートに 1 年間で浸透した状況を講演する。 
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福島第一原子力発電所(1F)建屋コンクリートへの放射性 Cs と Sr の浸透に関して、2020 年度にシリーズ発

表(7)として報告した短期材齢のコンクリートへの Cs と Sr の浸透を、より長期の材齢の結果と比較する。 

試料は普通セメントモルタルであり、骨材は微粒分を除去した石灰石と 1F で使用された川砂である。濃度

100mM、1mM、10μM の CsCl 溶液、10μM の SrCl2溶液に浸漬した。溶液は Cs-137 と Sr-90 で標識し、浸漬

後、1.6mm 薄片を切り出し、濃度既知の試料と同時にイメージングプレートに暴露することで、物質濃度プ

ロファイルを取得した。結果を図 1 に示す。(a)は飽水健全試料、(b)は飽水炭酸化試料、(c)は乾燥炭酸化試料

である。(c)は表層が疎水化していたため、材齢 16 時間までは減圧吸水させた。 

飽水健全試料では、表面濃度は変化しないが、深部への濃度勾配が緩やかになっており、全濃度範囲で Cs

が 30mm 以深に到達した。飽水炭酸化試料では、4mm の炭酸化領域では強い Cs の濃縮が認められるが、長

期材齢では深部の濃度が増加し、この水準のみ溶液中の Cs 濃度が低下したが、試料内部での再分配は進行

し、深部まで Cs が浸透した。乾燥炭酸化試料では、Cs では表面濃度も経時増加し、かつ深部の濃度も増加

した。一方、Sr は、表面濃度は経時増加したが、深部の濃度の増加はなく、Sr の浸透速度は Cs よりも遅い。 
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図 1 普通セメントモルタルへの Csと Sr の浸透プロファイル (a)飽水健全試料、(b)飽水炭酸化試料、(c)乾

燥炭酸化試料(骨材は LS)。(a),(b)の実線は 56 日。LS：石灰石、S1：川砂 
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